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非正規全国交流集会(6月1～2日、岩手県一関市)

記念講演は宇都宮健児さん

　6月1日(土)～2日(日)、岩手県一関市で開催される「第21回 非正規ではたらくなかまの全国交流集会｣……全体集会の企画や分科会の設定などについて検討・具体化がすすめられ、いわて労連においても現地実行委員会も立ち上がり、準備が進められています。
記念講演では、東京都知事選に立候補し大奮闘された宇都宮健児弁護士に、貧困の現状や課題、政治を変えることの重要性、労働組合への期待などをお話しいただきます。ご期待ください！
【宇都宮健児さんのプロフィール】
　1946年生まれ。弁護士（東京市民法律事務所）。前日本弁護士連合会会長。反貧困ネットワーク代表、年越し派遣村名誉村長。愛媛県出身。

東大在学中に司法試験に合格し、東大中退。弁護士として、多重債務・サラ金問題に早くから取り組むなど貧困問題に向き合い、08年のリーマンショック後の非正規・派遣切りに対しては「年越し派遣村名誉村長」として活躍。

主な著書　

『弁護士、闘う - 宇都宮健児の事件帖』（岩波書店、1995円、2009年）『反貧困 - 半生の記』（花伝社、1785円、2009年）『大丈夫、人生はやり直せる - サラ金・ヤミ金・貧困との闘い』（新日本出版社、1575円、2009年）『13歳から学ぶ日本の貧困 - 日本をむしばむ"貧困"が60分で見えてくる』（青志社、945円、2009年）など多数。
NHK｢

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%8A%E3%83%AB_%E4%BB%95%E4%BA%8B%E3%81%AE%E6%B5%81%E5%84%80" \o "プロフェッショナル 仕事の流儀" プロフェッショナル仕事の流儀｣第5回｢仕事も人生もやり直せる｣(2006年放映)などにも出演。
労契法の学習と活用、最賃引上げ、
パート労働法の実効ある改正めざして

全労連評議員会(13/1/23)での生協労連･柳恵美子さん(パ臨連代表)の発言を紹介します
生協労連では、先週、各地連で春闘組合学校を開催し、2013年春闘方針を確認し、2013年春闘をスタートさせました。今年の春闘ス口一ガンは「賃上げ、最賃1000円の実現で、デフレからの脱出を、パート法の抜本改正で均等待遇の実現を、すべてのはたらくなかまにディーセントワークの実現を」というものです。(中略)
非正規の課題については、「改正労働契約法」を活用しようと学習を積み重ねてきています。
この春闘では、現在、反復雇用契約をしているパート職員についてはすべて「無期雇用」にすることと、通勤手当の支給や福利厚生制度の改善が重点課題です。
先日の春闘組合学校の分科会の中で、それぞれの単組で正規とパート・アルバイトの福利厚生の一覧表を作成し比較をしてみました。すると、ある単組では正規にある福利厚生が、パート・アルバイトの一覧表はまったく空欄という実態がありました。あらためて比較をしてみたらこんなに違いがあるのだと気づくことができました。「改正労働契約法」を活用し、要求をだし、｢合理的理由｣のない福利厚生などの差別をなくしていくことを、改めて確認しあうことができました。

この2013年春闘は、生協内部だけのたたかいではなく、政府・財界に対しても要求していかななければなりません。
最賃1000円、最賃審議委員の獲得に向けて、団体署名・個人署名に取り組みます。生協労連独自で国会請願署名に取り組み、3月の中央行動で活用していきます。それと同時に、いま生活保護費の引き下げが検討されている中で、生活保護費を下げさせない取り組みも急務です。最賃引き上げがストップしてしまう可能性もあるし、あらゆる給付の削減にもつながり、生活保護を受給している人や低賃金で働いている非正規労働者にとっては生きるか死ぬかの問題です。

均等待遇実現にむけては、パート労働法の抜本改正が必要です。厚生労働大臣がかわり、改正法案がだされないのではないかという不安があります。実効ある改正に向け、全労連から提起されている署名に全力でとりくみます。

政府と日銀は2％物価上昇させるなどと言っていますが、労働者の賃金が1円もあがらない状況の中で、どうやって暮らしていくのでしょうか。本当に不安と怒りでいっぱいですが、このことを力に、2013年春闘を元気にたたかっていきたいと思っています。

